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先
進
都
市
の
駅
前
問
題
に
倣
っ
て

　

先
日
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
町
の

発
展
に
は
駅
前
の
活
性
化
が
欠
か
せ
な
い
と
認

識
し
て
お
り
、
今
回
の
視
察
は
、
今
後
の
海
田

町
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
上
で
大
変
参

考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　

下
関
市
は
山
口
県
最
大
の
都
市
で
、
古
く
か

ら
九
州
や
中
国
大
陸
か
ら
の
本
州
の
玄
関
口
と

し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
壇
ノ
浦
の
戦

い
や
日
清
戦
争
後
の
下
関
条
約
締
結
な
ど
、
歴

史
の
重
要
な
舞
台
と
な
っ
た
ま
ち
で
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
平
成
の
大
合
併
当
時
に
約
30
万

人
い
た
人
口
も
今
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎

化
の
進
展
に
よ
り
約
28
万
人
に
ま
で
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
下
関
市
で
は
、

平
成
18
年
の
下
関
駅
舎
の
焼
失
な
ど
を
契
機

に
、
駅
周
辺
の
回
遊
性
を
高
め
、
に
ぎ
わ
い
の

創
出
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

と
連
携
し
な
が
ら
既
存
の
商
業
施
設
や
公
益
施

設
と
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
集
客
・
交
流
機
能

の
導
入
や
、
基
盤
整
備
に
よ
る
拠
点
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

下
関
駅
周
辺
に
は
、
商
業
施
設
と
し
て
韓
国

釜
山
と
国
際
航
路
で
結
ば
れ
て
い
る
リ
ト
ル
プ

サ
ン
と
も
称
さ
れ
る
「
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
」
や
、

市
民
の
台
所
と
い
わ
れ
る
「
長
門
市
場
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
高
杉
晋
作
を
は
じ
め
と
し

た
幕
末
の
志
士
に
ま
つ
わ
る
名
所
旧
跡
や
、
日

本
有
数
の
高
さ
を
誇
る
展
望
室
、
海
峡
ゆ
め
タ

ワ
ー
な
ど
の
観
光
資
源
が
点
在
し
て
い
る
ほ

か
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
や
市
民
会
館
な
ど
の

公
益
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
新
た
な
機
能
を
付
加
す
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
が
映
画
館
や
飲
食
店
舗
な
ど
か
ら
な
る
民

間
複
合
施
設
を
整
備
し
、
市
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
そ
の

床
の
一
部
を
取
得
し
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の

「
次
世
代
育
成
支
援
拠
点
施
設
」
を
整
備
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
市
が
駅
前
広
場
の
新
設
・
拡

張
工
事
、
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
、
駅
の
南
北
自

由
通
路
や
駅
舎
と
施
設
を
つ
な
ぐ
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
の
整
備
、
更
に
は
駐
輪
場
や
公
衆

ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
都
市
基
盤
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
駅
前
と
各
商

業
施
設
、
下
関
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
と
の

相
互
の
人
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
回
遊
性
や
に

ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
大
事
な
事
は
、
既
存
の
地
域
資
源
を

活
か
し
な
が
ら
、
い
か
に
民
間
と
連
携
し
て
人

の
流
れ
を
つ
く
る
か
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

海
田
市
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

も
、
単
に
民
間
に
よ
る
施
設
整
備
に
頼
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
町
と
し
て
新
庁
舎

や
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
の
公
益
施
設
を
整
備

す
る
な
ど
、積
極
的
に
民
間
と
連
携
し
な
が
ら
、

回
遊
性
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
、
町
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　４月23日（月）にＪＲ海田市駅北口に花屋が移転オープンしま
した。同店は広島安芸商工会が開催する各種勉強会に積極的に
参加。他業者との交流により視野が広がり、また経理にも詳し
くなったそうです。更に今年３月には中小企業新事業活動促進
法に基づく経営革新計画が県知事に承認され、フラワーレッス
ンを通じた顧客の新たな開拓と、心に留まる店づくりに励んで
います。店長は「海田町でこれまで、約60年間『お客様の笑顔
が一番！』をモットーに何度でも来てもらえる店づくりをして
きました。今後は、店やフラワーレッスンの場を人々の交流の
場としても提供していきたいです」と今後の抱負を熱く話して
くれました。

駅前に花屋がオープン
商工会の勉強会に参加して

　店内はたくさんの花でいっぱい

　4月29日付けで、平成24年度春の叙勲・褒章およ
び第18回危険業務従事者叙勲が発令されました。

おめでとうございます
「春の叙勲」受章

▲福永さん（右）からバトンを受け取る上田さん（左）（海田小） ▲海田南小のメンバーと顧問の先生

成績（8位以上　入賞分）
　小学生男子100ｍ（タイムレース）
　　6位　福本  廉（海田東）　14秒18
　小学生女子4×100mリレー（タイムレース）
　　5位　海田南（辻、船木、大井、河野）　1分01秒70
　小学生女子4×100mリレー（タイムレース）
　　6位　海田（福永、上田、斉藤、新谷）　1分01秒85４月29日（日）広島ビッグアーチ

■
相
談
内
容
■

　
「
以
前
契
約
し
た
訪
問
販
売
及
び
寝
具
販
売
業
者
に
対
し
て

未
納
料
又
は
契
約
不
履
行
が
あ
り
、
当
該
会
社
が
裁
判
所
に

訴
訟
を
起
こ
し
た
」
と
い
っ
た
内
容
の
は
が
き
が
届
い
た
。

　

全
く
身
に
覚
え
が
な
い
が
、「
こ
の
ま
ま
連
絡
せ
ず
に
放
置

す
る
と
、
裁
判
所
に
出
廷
す
る
こ
と
に
な
り
、
給
料
や
財
産

が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
」
な
ど
と
書
い
て
あ
る
。

ま
た
、
身
に
覚
え
が
な
い
場
合
は
、
早
急
に
連
絡
す
る
よ
う

赤
字
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
連
絡
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

■
ア
ド
バ
イ
ス
■

　

は
が
き
や
封
書
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
、
身
に
覚
え
が
な

い
請
求
を
受
け
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
架
空
請
求
」
に
関

す
る
相
談
が
、
い
ま
だ
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
訴
訟
を
起
こ
し
た
」「
給
料
や
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
」

な
ど
、
過
去
に
利
用
し
た
業
者
に
未
払
い
が
あ
っ
た
の
か
と

勘
違
い
さ
せ
る
言
葉
を
並
べ
、
不
安
に
さ
せ
る
手
口
で
す
。

　
「
早
急
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
て
も
、

絶
対
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、「
訴

訟
取
り
下
げ
の
た
め
に
必
要
」
な
ど
と
い
っ
た
理
由
を
つ
け

ら
れ
て
、
数
十
万
円
を
請
求
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

請
求
さ
れ
た
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た
り
、
不
安
を
感

じ
た
り
し
た
場
合
は
、
相
手
に
は
連
絡
せ
ず
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
■

海
田
町
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
　
☎
８
２
３ｰ

９
２
１
９

　

受
付
◆
木
曜
日
９
時
30
分
～
16
時
（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

　

場
所
◆
役
場
２
階
町
民
サ
ー
ビ
ス
室

広
島
県
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
２
３ｰ

６
１
１
１

　

受
付
◆
月
～
金
曜
日
９
時
～

16
時
（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

　

場
所
◆
広
島
市
中
区
基
町
10ｰ

52
（
県
庁
農
林
庁
舎
１
階
）

くらしの中の消費者トラブル 町民サービス室　☎8 2 3 - 9 2 1 9

「架空請求はとにかく無視！」※独立行政法人国民生活センター見守り新鮮情報第130号より転載。

入賞おめでとうございます
第46回織田幹雄記念

国際陸上競技大会

早田  学 さん
「瑞宝双光章」受章
（危険業務従事者叙勲・防衛功労）

岩井  猛彦 さん
「瑞宝小授章」受章
 （叙勲・地方自治功労）

　早田 学さんは昭和44年に海上自衛隊に採用され、平成17年に定年退職される
まで、36年間、国の防衛に尽力されました。国防の最前線において、長きに渡
り精励された功績が評価され、今回の受章となりました。

　岩井猛彦さんは昭和39年に広島県に採用され、東京事務所長、林務部長、県
民生活部長を経て、平成13年に地域振興部長として定年退職されるまで、36年
間勤め上げられました。平成の大合併による市町の行財政基盤の強化や、市町へ
の権限移譲による分権改革の推進に尽力されました。今回の受章はこうした功績
が認められたことによるものです。
　このような経験から、これまで海田町でも活性化委員会副委員長、等４次海田
町総合計画策定委員会副委員長、都市計画審議会会長代理などを歴任され、専門
的な視点から町政に対し、ご提言やご指導をいただいています。

▲


